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注意事項

1. 受験番号を解答用紙の所定の欄に記入すること。

2. 解答は、 必ず解答用紙に記入すること。

3. 解答用紙の他に、 下書き用紙を配布するので、 取り違えないよう注意すること。

4. 8 0 0字以上、 1 2 0 0字以内で解答すること。

5. 解答時間は、 9 0分である。



（問題）
別紙図1を参照しながら、 次の問いについて論じなさい。

「NEETが増加していることは、 社会的に深刻な問題として認識され、政府による解
決策がとられなければならない。」と言われており、 これに対し、 「 きちんと働いてい
るけれども他人に迷惑をかけている人よりは、 働かないでも周囲に迷惑をかけない人
の方がよいということもいえるのであるから、 いわゆるNEETが社会的な問題である
として政府がその解決に介入することは好ましくない。」と反対する者もいる。

NEETが社会的な問題であるかどうかについて、 どのようなことが問題となるかを
指摘した上で、 自由に論じなさい。

注：NEET（ニー ト、無業者、Not in Education, Employment or Training)とは、 「職に就い
ておらず、学校等の教育機関に所属せず、就労に向けた活動をしていないl5~34歳の
未婚の者」を言う。
いわゆるフリ ーターや失業者とニートの相違点として、フリ ーターはアルバイトやパ
ートタイマー、派遣等の雇用形態や雇用条件の元に不安定ながらも生計を立てている。
また、 一般に失業者とは職を失った者を指すが、 正しくは失職後に就職活動している
者や末就業状態の中で就職活動しており、 かつ公共職業安定所、 いわゆるハロ ー ワ ー

クに求職登録している者を指す。
前記二者に対し、 ニートは就労に向けた教育・雇用・職業訓練等のいずれにも参加せ
ず、 無職を維持しており、 まれに堅持している者も存在する。

（出典：フリ ー百科事典 「 ウィキペディア(Wikipedia)』）
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本年度の問題においては、 問題文において、 あえて、 「何が問題となるのかを指摘し
た上で、 反対の立場に批判を加えつつ、 自説を論じなさい。」という指示を加えていな
し‘。
このことは、論文を作成する上で上記のような配慮 が不要であることを意味するもので
はなく、そのような配慮は問題文で明示されなくとも当然のこととして踏まえていてほ
しいとの意図をこめたものである。

まず、 NEETが問題であるとするのなら、 なぜ問題なのか、 ということを具体的に
論じてほしかったところである が、答案の中には、 特に理由を述べることなく、 あるい
は、説得力の弱い理由しか挙げないままに、最初からNEETが問題であると決めつけ、
その対策を論じているものがかなり見られた。 NEETが問題であると指摘することは
一 向に構わないが、 その理由を論じるにあたっては、 マス ・ メディアを一時的に支配す
る論調に流されることなく、 自分の頭で考えて論じてほしかったところである。

次に、NEETが問題であるとした答案において、NEETを是認する立場への批判を
的確に論じることができていたかという点についてであるが、問題文中の反対意見を乱
暴な意見であると決め付けた上で批判していた答案も多かったように思われた。批判す
るのであれば、反対意見の裏側に隠された洞察にまで踏み込んで論じてほしかったとこ
ろである。

さらに、NEETを、 その存在の問題性と同時に、 生涯における社会生活での時間的
シェルタ ーの一時期として、 また、 社会への批判としての存在として積極的に論ずる者
が数名いた。多くの回答者とは異なった視点で、 一方的批判ではなく論点全般を配慮し
たものと言えよう。

最後に、 答案の中で、 解答者自身の就職先等について言及しているものがあったが、
私情による感情的表現となるおそれもあり、小論文のテ ーマを客観的に分析する表現と
はならず、場合によっては解答者を特定させる答案となり無効とされる可能性もあるの
で、 十分に注意されたい。
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